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研究成果の概要（和文）：計量経済学の構造変化分析につき、実際の経済分析への有用性を向上すべく、以下の３点に
つき理論および実証研究を行った。１点めは、経済モデルの内生性への対応であり、操作変数法を用いる手法の是非に
つき議論し、最小二乗法を用いたより正確な統計的推論を提案にした。２点めは、データが複雑なトレンドや断絶とい
った低周波ノイズを持つ場合に、より正確な構造変化分析手法を確立した。３点めは、大規模データを用いた将来予測
問題の中で構造変化分析をどのように活用するべきかを考察し、新しいマクロ経済予測手法を提案した。研究成果は国
際・国内学会での発表、国際的学術誌への掲載を通じて、国内外へ広く発信した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I conducted theoretical and empirical investigations on 
structural change analysis in economic research. The project consists of the following three topics. 
First, I investigated how to deal with the endogeneity problem in structural change analysis. In 
particular, I discussed the pros and cons of applying the instrumental variable approach and proposed a 
more efficient inference method by using the ordinary least squares. Second, I established a method of 
estimating and testing structural changes when the data are contaminated by low-frequency variations such 
as unknown trends and level shifts. Third, I studied ways to account for structural changes in 
forecasting macroeconomic variables in data-rich environments and proposed a new forecasting method. 
These results were presented in international and domestic academic conferences and published in 
international academic journals.

研究分野：計量経済学
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１．研究開始当初の背景 
本研究課題については、研究開始時点にお
いて、計量経済学の構造変化分析で以下の２
つの研究動向がみられたことが動機となっ
た。 
（１）経済分析において最も頻繁に用いられ
る線形回帰モデルの構造変化点の推定や検
定手法につき、複数の時点で構造変化が起こ
っている可能性を考慮する理論的な研究が
進んでいた。 
（２）経済モデルにおいて複数の構造変化を
考慮することは、長期経済データの入手可能
性が向上した現在、また大規模な自然災害や
政策変化が頻繁に起こっている昨今の日本
経済を分析する上でも、非常に重要であると
考えられた。 
 
２．研究の目的 
かかる背景を動機として、本研究課題では計
量経済学の構造変化分析の理論的発展と実
用化に貢献するために、具体的に以下の３つ
の課題を達成することを目的とした。 
（１）多くの経済モデルにおいて、内生性を
考慮することは非常に重要であるものの、そ
の場合に構造変化を考慮することは未解決
の問題である。本課題では、経済モデルが内
生性を含むときに如何に構造変化を推定、ま
た検定すればよいかについて議論し、実用可
能な手法を提案する。 
（２）経済データには、例えばリーマンショ
ックや東日本大震災などにより、非常に稀で
あるが大きな断絶があるものが多い。また、
長期データを扱う際には人口構成の変化や
人々の行動パターンの変化から生ずる複雑
なトレンドを持っていることもしばしばあ
る。本研究課題ではそのようなデータを用い
た場合に、従来型の線形回帰モデルの構造変
化分析が如何に影響されるのかを検討し、本
来の目的である経済モデルの構造変化を適
切に推論する手法を提案する。 
（３）経済モデルを将来予測に利用するため
には、パラメータの推定や過去のデータを用
いてモデルのあてはまりを評価することに
加えて、将来予測の精度を評価する必要があ
る。広く用いられる手法は、外挿期間を設定
したうえで、モデルによる予測誤差の外挿期
間での精度を評価する。本研究課題では、経
済予測モデルの外挿期間での精度が過去の
あてはまりと比べて変化をしているかにつ
いての検定手法を提案する。 
 
３．研究の方法 
上記の３つの具体的な課題を達成するため
に、以下の作業を遂行する。 
（１）理論分析 
開発する推定、検定、また予測手法につき、
既存の手法を現実問題に適用することが可
能かを検討する。昨今の計量経済学では漸近
論による近似が広く行われているが、それら
の結果が実際の性質を適切に近似している

かも検討する。不適切な場合や改善の余地が
あれば新たに理論を構築する。 
（２）シミュレーション分析 
理論分析に加え、ある設定の下でシミュレー
ション分析を行うことは、上記の理論的な開
発の実用性を確認するうえで非常に重要で
ある。（２）は（１）と並行して行う。 
（３）実証分析 
得られた手法を用いて日本経済、国際金融、
米国経済に関する時宜を得た実証分析を行
い、その中で構造変化分析を用いることで、
研究課題の現実妥当性を確認する。最終成果
物には適切な実証分析例を提示する。 
（４）成果発表 
得られた結果をワーキングペーパーに纏め、
本務校および研究者個人のウェブサイトで
公表し意見を求めるとともに、国内・国際学
会での発表、学術誌への投稿を積極的に行い、
査読学術誌への掲載を目指す。 
 
４．研究成果 
 まず、「２．研究の目的」で挙げた３つの
課題につき、順次述べる。 
（１）の課題については、以下の３点の成果
を上げた。まず、操作変数法による複数構造
変化点の推定手法および構造変化検定手法
を確立した。これらは、モデルの内生性を考
慮する標準的な手法である操作変数法の直
接的な応用であり、多くの実証研究でも既に
行われていることが想定されるが、これらの
手法に理論的な裏付けを与えた例は他にな
い。次に、本課題では標準的な操作変数法を
用いずに、最小二乗法を用いて構造変化点を
推定および変化を検定する手法を新たに提
案した。モデルに内生性がある場合に最小二
乗法を用いると係数推定量に偏りが生じる
ことは広く知られている。しかしながら、構
造変化分析は係数そのもののではなく係数
の変化の推定であるため、多くの場合におい
て最小二乗法を用いる方がより正確な変化
点推定量とより棄却力の高い検定が達成可
能である。最後に、上記の手法を米国および
日本のフィリップス曲線モデルに応用し、モ
デルの構造変化を分析した。 

フィリップス曲線モデルは、図１に示される



ようにインフレ率と失業率の関係をモデル
化したもので、昨今の金融政策におけるイン
フレ目標を評価する上で欠かせないツール
である。一方で、この関係は時期（レジーム）
に応じて構造的に変化することが知られて
いる。また、モデルを推定する際にインフレ
予想が内生的に決定するという内生性の問
題が生じる。本課題では上記の研究成果を日
本のデータに応用した結果、日本のフィリッ
プス曲線は 1990 年代半ば以降非常に安定的
であることが観察された。 
（２）の課題については、稀に発生する経済
データのトレンド変化を「低周波領域の変
動」と捉え、特定のモデルを仮定することな
く分析を可能にした。具体的には、周波数領
域の手法を用いた手法であるスペクトラル
回帰分析を構造変化分析の手法に応用した。
例えば、労働生産性の向上が雇用の増大をも
たらすかは重要な経済問題である。しかしな
がら、雇用のデータは長期的な人口変動や女
性就労の増加といった長期的なトレンドを
持っており、かかるトレンドを無視すると生
産性と雇用の関係を見誤ることになる。本課
題では 1948 年から 2009 年の米国のデータに
適用した結果、トレンド変化の影響を除去す
ると生産性と雇用の間には長期的に安定的
な関係があることを発見した。 
（３）の課題では、「２．研究の目的」で記
載したように、当初は経済予測で用いられる
外挿期間分析において予測精度が安定的で
あるか否かを検定する手法を提案する計画
であった。しかしながら、当該計画は想定通
りに進んでおらず、別途科研費・国際共同研
究強化による資金を獲得したことにより、平
成 30 年度に遂行する予定である。本研究期
間においては、経済予測において構造変化を
考慮する別のアプローチを用いることで、計
画当初は予想をしていなかった以下の２点
を遂行した。いずれも、近年において積極的
に活用が行われている大規模データを経済
予測に取り込む一つの手法である共通因子
モデルの発展に貢献するものである。１つめ
は、共通因子モデルにおける構造変化につき
新たな検定手法を提案したことである。共通
因子モデルの構造変化については特に近年
盛んに研究が行われており、Breitung and 
Eickmeier(2011)を始めとして多くの研究が
進捗していた。本課題では、Breitung and 
Eickmeier(2011)が提案する検定手法が棄却
力を持たない点を指摘し、それを改善する手
法を新たに提案した。２つめは、上記の検定
手法を用いて、共通因子モデルを用いた米国
経済のマクロ経済予測モデルを大幅に改善
した。かかる分析を行う上で、米国経済の共
通因子モデルにおいて構造変化を考慮する
必要はないとされていた常識に再考を促す
とともに、Stock and Watson(2005)で指摘さ
れていたように米国マクロ経済の共通因子
が多すぎるというパズルに、構造変化分析か
ら一つの回答を提示した。 

 
また、以下で研究開始時点では想定していな
かった研究成果につき述べる。 
（４）実証分析において構造変化時点の推定
値を提示することは、時に理解不可能な結果
をもたらすことがある。例えば、東日本大震
災が発生したのは 2011 年 3 月であるが、変
化点の推定値は統計量であり、人々が認知し
ている点に一致するとは限らない。このため、
実証分析上は変化点推定量を一定の幅を持
って提示することが有用である。このため、
構造変化点の点推定値ではなく信頼区間を
報告することが非常に有益である。この点は
本研究課題の計画時点では想定をしていな
かったものの、研究を進捗させる上で広島経
済大学前川功学長から指摘を受けたことか
ら研究を開始し、研究期間内に以下の２点の
成果を上げた。まず、Elliott and Muller 
(2007)により提案された信頼区間の計算手
法を用いると大きな構造変化がある場合に
非常に大きな信頼区間になってしまう点を
改善した。本手法については、シミュレーシ
ョンによる結果に加えて、非局所漸近理論を
用いた理論的な裏付けも与えた。また、図２
に示すように、上記の手法を 1980 年代後半
以降の日本のインフレ率の構造変化に応用
した結果、他の競合する手法に比べてより幅
の狭い信頼区間を得ることができた。加えて、
局所最適検定を用いた新たな手法を考案し、
提案した。 
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